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）
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料
）

　

今
回
紹
介
す
る
玉
類
は

雄
物
川

地
域
の
蝦
夷
塚
古
墳
群
か
ら
昭
和
33

年
に
出
土
し
た
も
の
で

碧
玉
管
玉

１
個

碧
玉
大
玉
１
個

瑪
瑙
勾
玉

４
個

水
晶
勾
玉
２
個

水
晶
切
子

玉
10
個

玻
璃
小
玉
４
個
の
計
22
個

現
在
は

雄
物
川
資
料
館
に
展
示
さ

れ
て
お
り

昭
和
35
年
に
県
の
有
形

文
化
財（
考
古
資
料
）に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す

　

ま
た

昭
和
30
年
に
出
土
し
た
玉

類
は

京
都
国
立
博
物
館
に
所
蔵
さ

れ
て
い
ま
す

　

蝦
夷
塚
古
墳
群
の
発
見
は
古
く

江
戸
時
代
後
半
の
菅
江
真
澄
の
著
書

『
雪
の
出
羽
路
』で
古
墳
ら
し
き
墳
丘

や

掘
り
出
さ
れ
た
勾
玉
が
挿
図
と

と
も
に
紹
介
さ
れ
て
お
り

明
治
後

半
に
は
郷
土
史
家
の
真
崎
勇
助
の
著

書『
雲
根
録
』に
お
い
て
勾
玉
等
を
取

得
し
た
こ
と
を
記
録
し
て
い
ま
す

　

現
在
ま
で
に
４
回
の
発
掘
調
査
が

行
わ
れ
た
蝦
夷
塚
古
墳
群

17
基
分

の
古
墳
の
周
溝
跡
や
竪
穴
住
居
跡

土
師
器
や
須
恵
器
と
呼
ば
れ
る
土
器

鉄
鏃
や
刀
子
と
み
ら
れ
る
鉄
製
品
な

ど
が
確
認
さ
れ
て
お
り

古
墳
が
作

ら
れ
た
の
は
８
世
紀
中
頃
と
推
定
さ

れ
て
い
ま
す

33
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特集「新制度新サービス」特集「新制度新サービス」

●行政からのお知らせ
●市長ですこんにちわ
　　　　　　　　ほか

●行政からのお知らせ
●市長ですこんにちわ
　　　　　　　　ほか



始まります 変わります

制度　サービス新特集 新

介護保険 3～5

生活環境 6～7

福　　祉 8～9

子 育 て 10

教　　育 11

■介護保険法改正、新しくなった介護保険

■生活道路整備原材料支給事業
■下水道受益者負担金（分担金）の納期変更
■生活環境対策事業

■高齢者への各種サービス　■基本検診への追加項目
■障害者自立支援法　など

■低体重児出生の届出　■未熟児養育医療の申請
■予防接種の変更

■奨学金貸付制度全市に拡充
■教育相談室を移設　など
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介
護
保
険
■
介
護
保
険
法
改
正

ポイント ◆新しい介護保険は、「介護が必要になったとき」だけでなく「できる
　かぎり介護状態にならないように」という「介護予防」にも重点を
　置いたしくみに変わりました。

始まります 変わります

制度　サービス新特集 新

介
護
保
険
が
新
し
く
な
り
ま
す

平
成
18
年
４
月

介
護
保
険
法
改
正

　

平
成
12
年
に
始
ま

た
介

護
保
険
制
度
は

制
度
の
見

直
し
に
よ
り

18
年
度
か
ら

新
し
い
枠
組
み
で
再
ス
タ

ト
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

　

今
回
の
見
直
し
の
特
徴
は

「
介
護
予
防
」「
自
立
支
援
」の

強
化
で
す

介
護
予
防
と
は

で
き
る
限
り
介
護
を
必
要
と

す
る
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う

に
す
る

た
と
え
要
介
護
状

態
に
な

て
も
そ
れ
以
上
悪

化
し
な
い
よ
う
に
す
る
取
り

組
み
で
す

介
護
予
防
を
す

す
め
て
い
く
こ
と
に
よ
り

制
度
本
来
の
趣
旨
で
あ
る
自

立
支
援
を
実
現
す
る
こ
と
が

新
し
い
介
護
保
険
制
度
の
目

標
で
す

テーマは「予防」と「安心」
介護予防・自立支援をすすめ、元気な高齢者を増やします

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

これまでの問題点新しい制度では

何らかの支援や介護が必要な人何らかの支援や介護が必要な人

心身機能が低下、
要介護度が悪化する傾向も

心身機能を維持・改善し
できる限り自立した生活を目指す

「できないこと」を
補うサービス

「できること」を
引き出すサービス

　新横手市が誕生して６か月。４月１日
からは、新年度を機に統一されるサービス
や、新たな事業の実施に伴うものなど、様々な分野
で新しい制度・サービスが始まります。
　市報では、これら「新制度新サービス」について、
今号と次号（４月１日号）で、市民の皆さんにお知ら
せします。
※条例や予算を伴う制度については、横手市議会３月定例会の
　議決を経て、新年度から実施されるものです。

「
介
護
予
防
」

「
自
立
支
援
」
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介
護
保
険
■
要
介
護
区
分
の
変
更

介
護
保
険
■
地
域
支
援
事
業

ポイント ◆要介護状態の区分が、従来の６段階から７段階になります。
◆要支援１・２の人や介護保険対象外でも将来的に要介護となる危険
　性が高い人には、介護予防サービスなどが提供されます。

ポイント ◆地域支援事業は、認定審査「非該当（自立）」の方や地域すべての高齢
　者を対象に、介護が必要とならないための様々なサービスを提供す
　る事業です。

　地域支援事業とは、認定審査「非
該当（自立）」の方や地域すべての高
齢者を対象に、これからも元気で介
護が必要とならないために、各種教
室の開催・情報提供など様々なかた
ちでのサービスを提供する事業です。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

【問い合わせ先】
◇横手市福祉環境部　高齢ふれあい課（大森庁舎内）　介護保険担当　　26-2114

◇各地域局　福祉保健課

始まります 変わります

制度　サービス新特集 新
始まります 変わります

制度　サービス新特集 新

要
介
護
区
分
が
変
わ
り
ま
し
た

「介護予防」と「自立支援」でいつまでも自分らしく

制　度
これまでの

６段階

要介護５

要介護４

要介護３

要介護２

要介護１

要支援

新制度

７段階

新予防給付対象者
（要支援１、２）

介護給付の対象者
（要介護１～５）

介護予防の対象者

要介護５

要介護４

要介護３

要介護２

要介護１

要支援２

要支援１

介護は必要ないが
虚弱な高齢者

旧制度の要支援に該当する人は、新
制度では要支援１となります。
旧制度の「要介護１」に該当する人は、
新制度では心身の状態によって「要
支援２」と「要介護１」に分かれます。

要介護認定の
非該当者

要介護認定の
非該当者

介護保険の対象者に
はならないが、生活
機能が低下している
虚弱高齢者など

自立して生活しているが、下肢
機能の低下や低栄養、閉じこも
りなどが心配される人が対象。

介護保険対象者だが、
要介護状態が軽く、
生活機能が改善する
可能性の高い人

介護保険サービスに
よって、生活機能の
維持・改善を図るこ
とが適切な人など

日常生活の一部に介助が
必要だが、適切にサービ
スを利用すれば改善する
見込みの高い人が対象。

日常生活において介助を
必要とする度合いの高い
人が対象。

地域支援事業
地域支援事業とは？

【提供される主な介護予防サービス】

と、これまでの福
祉・健康サービス
を利用できます

を利用できます

を利用できます

介護予防サービス

介護サービス

運動器の機能向上 栄養改善

口腔ケア 閉じこもり、「うつ」、
認知症の予防支援

●栄養相談
●栄養教育

栄養改善のための食
べ方、調理方法、食
材購入方法など

●ストレッチ
●筋力トレーニング
●有酸素運動
●バランストレーニング

上記運動指導や運動
に関する相談受付

●「うつ」や認知症
　の治療の必要性
　および受診推奨
●運動機能向上事
　業などへの参加
　呼びかけ

●口腔機能向上訓練
●口腔、義歯清掃
　法の指導
●口腔粘膜の清掃
　法の指導
●摂食やえん下機
　能の訓練指導

※次号（４月１日号）
では、介護保険料の
改定などについて詳
しくお知らせします。



　

合
併
前
か
ら
一
部
の
市
町
村
で
実
施

さ
れ
て
い
た
「
生
ご
み
処
理
容
器
及
び

装
置
の
設
置（
個
人
）」
及
び
「
ご
み
集

積
所
の
整
備
（
団
体
・
町
内
等
）
」
に

要
す
る
経
費
の
補
助
事
業
は

合
併
時

か
ら
全
市
で
利
用
で
き
ま
す

設
置
を

計
画
し
て
い
る
個
人
や
団
体
の
方
は
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

【
生
活
環
境
対
策
事
業
補
助
金
】

◆①②
生
ご
み
処
理
容
器
及
び
装
置
の
設
置

　
（
原
則
２
分
の
１
補
助
）

電
動
処
理
の
機
能
が
あ
る
も
の

　
（
電
気
式
）限
度
額
２
５

０
０
０
円

そ
の
他
の
生
ご
み
処
理
容
器

　
（
コ
ン
ポ
ス
ト
）限
度
額　

５

０
０
０
円

◆
ご
み
集
積
所
の
整
備
（
原
則
３
分
の

　

２
補
助
）
限
度
額
６
０

０
０
０
円
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生
活
環
境
■
生
活
道
路
整
備
原
材
料
支
給
事
業

■
下
水
道
受
益
者
負
担
金（
分
担
金
）の
納
期
変
更

生
活
環
境
■
生
活
道
路
整
備
原
材
料
支
給
事
業

■
生
活
環
境
対
策
事
業

ポイント ◆旧「横手市」で取り組んでいた生活道路原材料支給制度を新横手市全
　域を対象として実施します。道路整備を自ら行おうとする地域に対
　し、道路整備に係る原材料を支給します（８　～９　上段）。

ポイント ◆下水道受益者負担金（分担金）・浄化槽整備事業分担金の納期が年
　３期に統一されます（８　～９　下段）。
◆生ごみ処理（個人）、ごみ集積所の設置（団体等）に補助があります
　（９　下段）。

【問い合わせ先】
・生活道路整備原材料支給事業　　◇横手市建設部　建設監理課（十文字庁舎内）　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　企画調整担当　　42-5112
　　　　　　　　　　　　　　　　◇各地域局　建設課
・下水道事業受益者負担金（分担金）事業　　◇横手市上下水道部　下水道課（山内庁舎）
・浄化槽整備事業分担金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　管理担当　　35-2174

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

【問い合わせ先】
・横手市生活環境対策事業補助金　◇横手市福祉環境部　環境課（大雄庁舎内）　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　環境企画担当　　35-2184

　　　　　　　　　　　　　　　　◇各地域局　市民生活課環境担当
　　　　　　　　

始まります 変わります

制度　サービス新特集 新
始まります 変わります

制度　サービス新特集 新

　

日
常
生
活
上

最
も
身
近
な
生
活
道

路（
※
①

①
①

①

②
②

②
③④

②

）の
整
備
を
自
ら
行
お
う
と
す

る
地
域
等
に
対
し
て

道
路
整
備
に
係

る
原
材
料（
※

）を
支
給
す
る
こ
と
で

生
活
道
路
の
整
備
促
進
を
支
援
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
す

※

『
生
活
道
路
』
と
は

個
人
名
義

　

の
公
衆
用
道
路
な
ど
で

日
常
生
活

　

及
び
一
般
交
通（
通
勤
・
通
学
等
）の

　

た
め

現
在
利
用
さ
れ
て
い
る
道
路

　

を
い
い
ま
す

市
道
は
入
り
ま
せ
ん

※

『
原
材
料
』
と
は

左
記
の
も
の

　

を
い
い
ま
す

　

１

道
路
の
改
良
補
修
に
要
す
る
も

　
　
　

の

砕
石
・
ア
ス
フ

ル
ト
な
ど

　

２

側
溝
の
新
設
改
良
に
要
す
る
も

　
　
　

の

側
溝
・
側
溝
蓋
・
生
コ
ン
・

　
　
　

砕
石
な
ど

原
材
料
を
支
給
で
き
る
生
活
道
路
は
？

　

原
材
料
の
支
給
対
象
と
な
る
生
活
道

路
は

原
則
と
し
て
下
記
を
満
た
す
道

路
と
し
ま
す

地
域
の
生
活
道
路
と
し
て

公
道
的

　

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と

原
則
と
し
て

改
良
後
の
幅
員
（
道

路
の
幅
）
が
４
ｍ
以
上
で
あ
る
こ
と

当
該
道
路
に
面
し
て

２
戸
以
上
が

　

現
存
す
る
こ
と

築
造
後
５
年
以
上
経
過
し
て
い
る
こ
と

※
全
て
の
生
活
道
路
の
整
備
に
対
し
て

原
材
料
を
支
給
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
下
さ
い

原
材
料
支
給
対
象
工
事
と
支
給
額
は
？

　

原
材
料
の
支
給
対
象
と
な
る
工
事
は

　

舗
装
新
設
改
良
工
事

側
溝
の
新
設
改
良
工
事
な
ど
で
す

　

支
給
限
度
額
は
事
業
１
件
に
つ
き
20

万
円
以
内
と
し
ま
す

な
お

道
路
整

備
に
つ
い
て

地
元
関
係
者
（
道
路
敷

地
の
地
権
者
が
あ
る
場
合
は

当
該
地

権
者
を
含
む
）
の
同
意
が
得
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す

ま
た

同
一
路
線（
区
間
）に
対
す
る
原
材
料
の

支
給
は
年
１
回
と
し
ま
す

原
材
料
の
支
給
を
申
請
す
る
前
に

　

地
域
が
事
業
主
体
に
な
り
ま
す
の
で

ま
ず

ど
の
よ
う
な
方
法
で
整
備
を
行

う
の
か
に
つ
い
て
関
係
者
の
皆
さ
ん
で

合
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

地
域
の

皆
さ
ん
で
十
分
話
し
合
い

最
良
の
方

法
で
整
備
を
行

て
く
だ
さ
い

　

整
備
の
方
法
と
し
て

左
図
１
の
３

つ
の
方
法
が
考
え
ら
れ
ま
す

　

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
（
分
担

金
）・
浄
化
槽
整
備
事
業
分
担
金
の
納
期

は

こ
れ
ま
で
旧
市
町
村
に
お
い
て
そ

れ
ぞ
れ
定
め
て
い
ま
し
た
が

平
成
18

年
度
か
ら

左
記
の
と
お
り
統
一
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た

　

こ
れ
に
伴
い

現
在
分
割
納
付
を
し

て
い
る
受
益
者
の
一
部
の
方
々
は

平

成
18
年
度
以
降
の
納
付
額
が
変
更
に
な

り
ま
す
（
な
お

負
担
金
額
の
総
額
は

変
わ
り
ま
せ
ん
）

　

引
き
続
き
分
割
納
付
を
さ
れ
て
い
る

方
々
に
は

６
月
上
旬
に
平
成
18
年
度

分
の
納
付
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
が

そ
の
際
に
各
納
期
の
納
付
額
を
記
し

お
知
ら
せ
し
ま
す

【
変
更
後
の
納
期
】 

　

旧
市
町
村
に
お
い
て
年
１
期

年
４

期
で
あ

た
納
期
が

年
３
期
に
統
一

さ
れ
ま
す

　

第
１
期　

納
期　

７
月

　

第
２
期　

納
期　

10
月

　

第
３
期　

納
期　

１
月

【図１】整備の方法【図２】手続きの流れ

地域等 横手市 例①例②例③

施
工
一
式
を
業
者
に
依

頼
す
る
場
合

原
材
料
を
市
が

残
り
の
経
費
を
地
域
が
負
担

し
ま
す

市
が
現
物
を
工
事
着
手
時
ま
で
に
現

地
に
支
給
し
ま
す

原
材
料
の
支
給
を
受
け

機
械
を
リ

ス
し

工

事
を
自
ら
行
う
場
合

原
材
料
の
支
給
を
受
け

工
事
一
式
を
自
ら
行
う

場
合

②支給申請書の提出①関係者の同意

③支給決定通知書の提出

⑤完了報告書の提出

④原材料の支給（労力提供の場合）

現地調査

▼
▼
▼

支給決定

完成確認

検収 受領

着工

生
活
道
路
原
材
料
支
給
事
業

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
（
分

担
金
）・
浄
化
槽
整
備
事
業
分
担
金

の
納
期
が
変
更
に
な
り
ま
す

生
活
環
境
対
策
事
業

【参考】
分割納付における旧市町村の各納期
・横手市（年３期）
　６月、９月、12月
・増田町（年１期）　
　11月
・平鹿町（年４期）　
　６月、９月、12月、２月
・雄物川町（年２期）
　７月、12月
・十文字町（年４期）
　７月、９月、11月、２月
・山内村（年１期）　
　不定期
・大雄村（年４期）　
　６月、８月、10月、11月
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福
祉

■
高
齢
者
へ
の
各
種
サ

ビ
ス

福
祉

■
基
本
健
診
へ
の
追
加
項
目　

■
金
婚
の
祝
事
業

■
タ
ク
シ

券
の
助
成
事
業　

■
障
害
者
自
立
支
援
法

ポイント
◆高齢者及び在宅介護を要する方に各種サービスや助成事業などがあ
　ります。
◆健康保持を目的とした入浴券、はり・きゅう等の利用券を支給します。

ポイント
◆住民基本健診に「生活機能評価」が追加されます（65歳以上の方）。
◆金婚を迎えられたご夫婦に記念写真と祝詞が贈られます。
◆身体障害者等を対象にタクシー券の助成を行います。
◆平成18年４月１日から障害者自立支援法がスタートします。

【問い合わせ先】
◇横手市福祉環境部　高齢ふれあい課（大森庁舎内）　
　　　　　　　　　　高齢福祉担当　　26-2114

◇各地域局　福祉保健課

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

※事業及びサービスを受けようとする
　方は、申請が必要となります。
※申請受付の日時やその他詳しい内容
　については、改めてお知らせします。

理
美
容
訪
問
サ

ビ
ス
事
業

（
目
的
）

　

介
護
を
要
す
る
高
齢
者
が
居
宅
で
手

軽
に
理
美
容
サ

ビ
ス
を
受
け
る
こ
と

に
よ
り

清
潔
感
を
保
持
し
快
適
な
生

活
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す

（
内
容
）

　

高
齢

身
体
の
障
害
及
び
傷
病
等
の

理
由
に
よ
り
理
容
店
や
美
容
院
に
出
向

く
こ
と
が
困
難
な
高
齢
者
に
対
し
て

希
望
す
る
日
時
に
理
美
容
師
が
居
宅
を

訪
問
し
て
サ

ビ
ス
を
提
供
し
ま
す

サ

ビ
ス
に
要
す
る
費
用
の
実
費
分
は

利
用
者
の
負
担
と
な
り
ま
す

出
張
料

に
つ
い
て
年
度
内
４
回
ま
で
横
手
市
が

負
担
し
ま
す

寝
具
ク
リ

ニ
ン
グ
サ

ビ
ス
事
業

（
目
的
）

　

寝
具
の
洗
濯

乾
燥
及
び
消
毒
を
実

施
し

清
潔
感
を
保
持
し
快
適
な
生
活

が
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す

（
内
容
）

　

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら

し
高
齢
者
等
を
対
象
に
し
て

使
用
し

て
い
る
寝
具
類
（
掛
布
団
・
敷
布
団
・
毛

布
３
点
ま
で
）
を
預
か
り

洗
濯

乾

燥
及
び
消
毒
を
行

て
届
け
ま
す

年

度
内
に
２
回
ま
で
サ

ビ
ス
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す

ま
た

利
用
者
は

こ
の
事
業
に
要
し
た
費
用
の
１
割
を
負

担
し
て
い
た
だ
き
ま
す

家
族
介
護
用
品
支
給
事
業

（
目
的
）

　

要
介
護
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
家

族
に
対
し

介
護
用
品
支
給
券
を
支
給

し

介
護
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す

（
内
容
）

　

要
介
護
認
定
に
お
い
て
要
介
護
３
か

ら
５
と
認
定
さ
れ
た
在
宅
の
寝
た
き
り

高
齢
者
等
（
市
民
税
非
課
税
世
帯
）
が

対
象
と
な
り
ま
す

寝
た
き
り
高
齢
者

一
人
に
つ
き
年
度
内
７
５

０
０
０
円

の
介
護
用
品
支
給
券
を
支
給
し
ま
す

高
齢
者
居
室
整
備
事
業

（
目
的
）

　

高
齢
者
向
け
の
居
住
環
境
を
改
善
す

る
た
め
の
整
備
資
金
の
融
資
あ

せ
ん

を
行
い

高
齢
者
の
福
祉
向
上
及
び
同

居
親
族
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す

（
内
容
）

　

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
親
族
で
あ
る

高
齢
者
と
同
居
し
て
い
る
方
で

高
齢

者
向
け
の
居
室
等
の
整
備
が
必
要
で
あ

る
方
に
対
し

住
宅
整
備
資
金
の
融
資

あ

せ
ん
を
し
ま
す

融
資
す
る
最
高

限
度
額
は

１
戸
当
た
り
３
０
０
万
円

と
し
ま
す

高
齢
者
入
浴
券
支
給
事
業

（
目
的
）

　

高
齢
者
の
方
々
へ
入
浴
券
を
支
給
し

て

高
齢
者
の
健
康
維
持
及
び
在
宅
福

祉
の
向
上
を
図
り
ま
す

（
内
容
）

　

４
月
１
日
に
お
い
て
70
歳
以
上
の
高

齢
者
の
方
々
へ
入
浴
券
を
支
給
し
ま
す

支
給
回
数
は

年
度
内
に
６
回
以
内
と

し

１
回
あ
た
り
の
上
限
額
を
４
０
０

円
と
し
ま
す

た
だ
し

温
泉
施
設
を

利
用
す
る
際
は

入
湯
税
１
０
０
円
を

別
途
ご
負
担
い
た
だ
き
ま
す

は
り

き

う

マ

サ

ジ
施
術
費

助
成
事
業

（
目
的
）

　

高
齢
者
の
方
々
へ
は
り

き

う

マ

サ

ジ
施
術
費
を
助
成
し

健
康

保
持
及
び
増
進
を
図
り
ま
す

（
内
容
）

　

４
月
１
日
に
お
い
て
65
歳
以
上
の
方

々
へ（
一
部
地
域
に
経
過
措
置
あ
り
）

は
り
き

う
マ

サ

ジ
施
術
券
を

支
給
し
ま
す

年
度
内
に
12
回
以
内
と

し
１
回
あ
た
り
の
額
を
千
円
と
し
ま
す

【問い合わせ先】
◇横手市福祉環境部　保健衛生課　　（大雄庁舎内）　健康企画担当　　35-2185　
　　　　　　　　　　高齢ふれあい課（大森庁舎内）　高齢福祉担当　　26-2114

　　　　　　　　　　社会福祉課　　（大森庁舎内）　障害福祉担当　　26-2112

◇各地域局　福祉保健課

始まります 変わります

制度　サービス新特集 新
始まります 変わります

制度　サービス新特集 新

基
本
健
診
へ
の
追
加
項
目

　

高
齢
期
の
健
康
と
生
活
機
能
の
維
持

の
た
め
に
は

病
気
の
予
防
だ
け
で
は

不
十
分
で
す

日
常
生
活
に
お
い
て

さ
ま
ざ
ま
な
障
害
や
危
険
な
サ
イ
ン
を

早
期
に
発
見
し

早
期
に
対
応
す
る
こ

と
が
必
要
で
す

す
べ
て
の
高
齢
者
の

み
な
さ
ん
が
「
元
気
老
人
85
歳
」
を
目

指
す
こ
と
を
目
的
に

平
成
18
年
度
の

基
本
健
診
に
新
た
に「
生
活
機
能
評
価
」

の
項
目
が
追
加
さ
れ
ま
す

◎
基
本
健
診
を
受
け
ら
れ
る
か
た
で

65
歳
以
上
の
方
は
「
生
活
機
能
評
価
」

が
追
加
さ
れ
ま
す

※
健
診
会
場
で
「
口
の
中
を
診
る
」
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で

口
の
中
は
き
れ

い
に
し
て
お
き
ま
し

う

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

横
手
市
福
祉
環
境
部
・
保
健
衛
生
課

（
大
雄
庁
舎
内
）健
康
企
画
担
当
及
び
各

地
域
局
・
福
祉
保
健
課

金
婚
の
祝
事
業

　

金
婚
を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫
婦
に
記
念

写
真
と
祝
詞
を
贈
呈
し
て
お
祝
い
し
ま

す

希
望
さ
れ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ

い

日
程
等

詳
細
に
つ
い
て
は

後

日
お
知
ら
せ
し
ま
す

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

横
手
市
福
祉
環
境

部
・
高
齢
ふ
れ
あ
い

課（
大
森
庁
舎
内
）高

齢
福
祉
担
当
及
び
各

地
域
局
・
福
祉
保
健

課身
体
障
害
者
等
タ
ク
シ

券
の
助
成

　

平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら

身
体
障

害
者
等
を
対
象
と
し
た
タ
ク
シ

料
金

の
基
本
料
金
の
助
成
を
行
い
ま
す
　

　

希
望
さ
れ
る
方
は

身
体
障
害
者
等

手
帳
お
よ
び
印
鑑
を
持
参
の
う
え

各

地
域
局
福
祉
保
健
課
で
タ
ク
シ

券
の

交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
（
交
付
は
４

月
１
日
か
ら
開
始
し
ま
す
）

　

給
付
対
象
者
は
次
の
と
お
り
で
す

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
障
害
程
度
が
１

　

３
級
の
方

・
療
育
手
帳
の
障
害
程
度
が
Ａ
の
方

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
障
害

　

程
度
が
１
級
の
方

・
交
付
枚
数
は
月
２
枚
（
年
間
最
大
24

　

枚
ま
で
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

横
手
市
福
祉
環
境
部
・
社
会
福
祉
課

（
大
森
庁
舎
内
）障
害
福
祉
担
当
及
び
各

地
域
局
・
福
祉
保
健
課

障
害
者
自
立
支
援
法

　

平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
「
障
害
者

自
立
支
援
法
」
が
ス
タ
―
ト
し
ま
す

こ
れ
ま
で
身
体
・
知
的
・
精
神
・
児
童

の
障
害
種
別
ご
と
に
提
供
さ
れ
て
い
た

福
祉
サ

ビ
ス
が

こ
の
法
律
の
施
行

に
よ
り
障
害
の
区
別
な
く
一
体
的
に
提

供
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す

　

自
己
負
担
に
つ
い
て
は

こ
れ
ま
で

所
得
等
に
応
じ
た
負
担
だ

た
も
の
が

原
則
と
し
て
利
用
し
た
サ

ビ
ス
の
１

割
を
負
担
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す

　

既
に
支
援
費
制
度
に
よ
る
施
設
・
在

宅
サ

ビ
ス
の
利
用
者
（
児
童
の
保
護

者
）
へ
は
ご
案
内
し
て
い
ま
す
が

新

規
に
サ

ビ
ス
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方

は

福
祉
事
務
所
・
各
地
域
局
福
祉
保

健
課
へ
の
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す

【
問
合
せ
先
】

　

横
手
市
福
祉
環
境
部
・
社
会
福
祉
課

（
大
森
庁
舎
内
）
障
害
福
祉
担
当
及
び

各
地
域
局
・
福
祉
保
健
課

加
齢
に
伴
い
出
現
す
る「
廃
用
症
候
群
」

や「
老
年
症
候
群
」
の
予
防

運
動
器
の
機
能
の
向
上（
転
倒
・
骨
折

予
防
）

認
知
症
予
防
・
支
援

低
栄
養
予
防

口
腔
機
能
の
向
上

閉
①②③④⑤

じ
こ
も
り
予
防
・
支
援



　

平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら

赤
ち

ん
が
生
ま
れ
た
場
合
の

低
体
重
児
の
届
出
受
理

未
熟
児
養
育
医
療
の
申
請
手
続
き

を
市
が
行
な
う
こ
と
に
な
り
ま
す

　
　

低
体
重
児
出
生
の
届
出

　

母
子
保
健
法
で
は
体
重
２
５
０
０

　

未
満
の
赤
ち

ん
が
生
ま
れ
た
場
合

そ
の
旨
を
届
け
出
る
こ
と
に
な

て
い

ま
す

各
地
域
局
の
市
民
生
活
課
窓
口

に
用
意
し
て
あ
る
「
低
体
重
児
出
生
届

用
紙
」
に
記
入
し

窓
口
に
届
出
（
送

付
も
可
）
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す

未
①②①②

熟
児
養
育
医
療
の
申
請

　

医
師
が
入
院
養
育
を
必
要
と
認
め
た

１
歳
未
満
の「
未
熟
児
」に
対
し
て

医

療
給
付
を
行
う
制
度
が
あ
り
ま
す

平

成
18
年
３
月
31
日
ま
で
に
保
健
所
が
行

う
申
請
手
続
き
は

平
成
18
年
４
月
１

日
か
ら

各
地
域
局
の
福
祉
保
健
課
で

行
う
こ
と
に
な
り
ま
す

な
お

横
手

地
域
に
お
い
て
は

横
手
保
健
セ
ン
タ

で
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で

お

間
違
い
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い

※「
未
熟
児
」と
は

別
表
の
と
お
り
で

す

予
防
接
種
の
変
更
に
つ
い
て

　

予
防
接
種
法
の
改
正
に
伴
い

平
成

18
年
４
月
１
日
か
ら
麻
し
ん（
は
し
か
）

と
風
し
ん
の
予
防
接
種
が
変
わ
り
ま
す

こ
れ
ま
で
は
麻
し
ん
及
び
風
し
ん
単
独

の
ワ
ク
チ
ン
を
１
回
ず
つ
接
種
す
る
方

法
で
し
た
が

改
正
に
よ
り
麻
し
ん
風

し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
（
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン

と
い
う
）
を
２
回
接
種
す
る
方
法
に
変

わ
り
ま
す

【
受
け
る
年
齢
と
受
け
方
】

第
１
期　

生
後
12
か
月
か
ら
生
後
24
か

　
　
　
　

月
未
満
に
１
回

第
２
期　

５
歳
か
ら
７
歳
未
満
で

小

　
　
　
　

学
校
就
学
前
の
１
年
間
の
う

　
　
　
　

ち
に
１
回

※
平
成
18
年
度
対
象
と
な
る
方
に
は
前

も

て「
予
診
票
」を
送
付
し
ま
す

（
注
）
た
だ
し

麻
し
ん
か
風
し
ん
の

予
防
接
種
（
単
独
の
予
防
接
種
）
を
ど

ち
ら
か
一
方
で
も
接
種
し
て
い
る
方

ま
た
は
麻
し
ん
か
風
し
ん
の
病
気
に
か

か

た
方
は

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
対
象
か
ら
外
れ
ま
す
が

平
成
18
年
度
に
お
い
て
は

未
接
種
の

予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
る
体
制
を
と
り

ま
す
の
で

対
象
と
な
る
方
に
は

後

日
連
絡
し
ま
す
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子
育
て

■
低
体
重
児
出
生
の
届
出　

■
未
熟
児
養
育
医
療
の
申
請

■
予
防
接
種
の
変
更

教
育

■
奨
学
金
貸
付
制
度
全
市
に
拡
充　

■
教
育
相
談
室
を
移
設

■
図
書
館
ホ

ム
ペ

ジ

ポイント ◆奨学金貸付制度が全市対象となります。
◆教育相談室が醍醐公民館（旧醍醐中学校）に移設されます。
◆図書館ホームページでは、８地域すべての図書館所蔵図書が検索で
　きます。

ポイント ◆2,500　未満の赤ちゃんが生まれた場合、市への届出が必要です。
◆これまで保健所が受け付けていた「未熟児養育医療」の給付申請を
　18年４月１日から市が受け付けます。
◆麻しん風しん混合ワクチンを接種することになります。

【問い合わせ先】
◇横手市福祉環境部　保健衛生課（大雄庁舎内）　
　　　　　　　　　　健康増進担当　　35-2185

　　　　　　　　　　※低体重児出生届け送付先
◇各地域局　福祉保健課

１、出生時体重が2,000　以下のもの
２、生活力が特に薄弱であって、次に掲げるいずれかの症状を示すもの
　　①一般状態
　　　ア　運動不安、痙攣があるもの
　　　イ　運動が異常に少ないもの
　　②体温が摂氏34度以下のもの
　　③呼吸器、循環器系
　　　ア　強度のチアノーゼが持続するもの、チアノーゼ発作を繰り返すもの
　　　イ　呼吸数が毎分50を越えて増加の傾向にあるか、または毎分30以下のもの
　　　ウ　出血傾向の強いもの
　　④消化器系
　　　ア　生後24時間以上排便のないもの
　　　イ　生後48時間以上嘔吐が持続しているもの
　　　ウ　血性吐物、血性便のあるもの
　　⑤黄疸　生後数時間以内に現れるか、異常に強い黄疸のあるもの

【別表】※未熟児とは、次のいずれかの症状を有している場合をいいます。（母子保健法第６条第６項）

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

【問い合わせ先】
◇横手市教育委員会　学校教育課（雄物川庁舎内）　学務担当　　22-2152

　　　　　　　　　　教育センター（旧蛭野小学校）　　　　　　24-1321

　　　　　　　　　　教育相談室（旧醍醐中学校）　　　　　　　25-3080

　　　　　　　　　　中央図書館（雄物川図書館内）　　　　　　22-2300

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

始まります 変わります

制度　サービス新特集 新
始まります 変わります

制度　サービス新特集 新

奨
学
金
貸
付
制
度
を
全
市
に
拡
充

　

市
の
奨
学
金
貸
付
制
度
が

横
手
地

域
の
方
に
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す

　

市
で
は

修
学
の
意
欲
が
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず

経
済
的
な
理
由
で
修
学

が
困
難
な
学
生
に
対
し
て

奨
学
金
の

貸
付
を
行
い
ま
す

■
対
象
と
な
る
学
校

　

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
高
等
学
校

　

高
等
専
門
学
校

大
学

専
修
学
校

■
貸
付
条
件

　

保
護
者
が
横
手
市
に
住
ん
で
い
て

　

学
資
の
支
出
が
困
難
で
あ
る
な
ど

　

一
定
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と

■
貸
付
金
額（
月
額
）

　

高
等
学
校
等　
　

２
０

０
０
０
円

　

大
学
等　
　
　
　

４
０

０
０
０
円

■
償
還
方
法　

　

無
利
子
と
し

卒
業
の
月
の
１
年
後

　

か
ら
貸
付
期
間
の
２
倍
の
期
間
内
に

　

償
還

■
願
書
の
提
出
期
限

　

在
学
証
明
書

　

を
添
付
し

　

４
月
末
日

　

ま
で
提
出

　

し
て
く
だ

　

さ
い

■
問
い
合
わ
せ
先

　

横
手
市
教
育
委
員
会
・
学
校
教
育
課

　

（
雄
物
川
庁
舎
）
学
務
担
当　

教
育
相
談
室
を
醍
醐
公
民
館
（
旧
醍
醐

中
学
校
）
内
に
移
設
し
ま
す

　

教
育
セ
ン
タ
（
旧
蛭
野
小
学
校
）内

に
あ
る
教
育
相
談
室
を
相
談
者
の
交
通

の
便
や

不
登
校
適
応
指
導
教
室
（
南

か
が
や
き
教
室
）

と
の
連
携
を
図
る

た
め

醍
醐
公
民

館
（
旧
醍
醐
中
学

校
）
内
に
移
設
し

ま
す

　

相
談
窓
口
は

次
の
と
お
り
で
す

■
教
育
セ
ン
タ
（
旧
蛭
野
小
学
校
）

　

横
手
市
平
鹿
町
浅
舞
字
釜
池
１
７
５

■
教
育
相
談
室（
旧
醍
醐
中
学
校
）

　

横
手
市
平
鹿
町
醍
醐
字
四

屋
76

■
横
手
市
教
育
委
員
会
・
学
校
教
育
課

　

（
雄
物
川
庁
舎
）
学
務
担
当

図
書
館
ホ

ム
ペ

ジ
を
ご
利
用
く
だ

さ
い

　

横
手
市
図
書
館
で
は

ホ

ム
ペ

ジ
を
リ
ニ

ア
ル
し

太
雄
地
域
を

除
く
７
地
域
の
図
書
館
の
所
蔵
図
書
が

検
索
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
（
現

在
の
検
索
対
象

資
料
数
は
約

32
万
冊
）

　

ま
た

新
着
図

書
や
話

題
の
図
書

あ
る
い
は
各
図
書
館
の
行

事
や
企
画
展
な
ど
の
情
報
も
紹
介
し
て

い
き
ま
す
の
で

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い■
市
図
書
館
ホ

ム
ペ

ジ
ア
ド
レ
ス

　http://om
ono g

a w
a .dy ndns .o r

g
/

■
問
い
合
わ
せ
先

　

横
手
市
教
育
委
員
会
・
中
央
図
書
館

　

（
雄
物
川
図
書
館
内
）　

　
　
　

教育相談室

条
例
や
予
算
を
伴
う
制
度
に
つ

い
て
は

横
手
市
議
会
３
月
定

例
会
で
議
決
後

４
月
１
日
号

で
掲
載
し
ま
す



　

３
月
２
日

今
年
度
で
閉
校
と
な
る
横

手
工
業
高
校
の
最
後
の
卒
業
式
が
行
わ
れ

全
日
制
・
定
時
制
合
わ
せ
て
１
６
２
人
に

卒
業
証
書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た

　

式
で
は

送
辞
に
続
い
て

卒
業
生
代

表
の
押
切
聡
さ
ん
が
「
青
春
の
１
ペ

ジ

を
築
い
た
こ
の
学
び
舎
を
一
生
忘
れ
な
い

こ
れ
か
ら
は

自
分
で
決
め
た
道
に
責
任

を
持
ち

努
力
を
惜
し
ま
ず
確
実
に
歩
ん

で
い
き
た
い
」
と
力
強
く
答
辞
を
読
み
上

げ

出
席
者
全
員
で
校
歌
を
斉
唱
し
て
歴

史
を
締
め
く
く
り
ま
し
た

　

横
手
町
立
横
手
工
業
学
校
と
し
て
昭
和

18
年
に
創
立
さ
れ
て
以
来

１
万
７
千
人

を
超
え
る
卒
業
生
を
輩
出
し

地
域
の
歴

史
も
見
守

て
き
た
同
校

４
月
か
ら
は

全
日
制
課
程
が

横
手
清
陵
学
院

高
校
に

定
時

制
課
程
が
横
手

高
校
定
時
制
課

程
に
引
き
継
が

れ
る
こ
と
に
な

て
い
ま
す

街からあなたへ～行政情報便～

男
女
共
同
参
画
フ

ラ
ム
開
催

計
画
策
定
に
向
け
意
見
交
換

県
立
横
手
工
業
高
校
で
最
後
の
卒
業
式

64
年
の
歴
史
に
幕
・
そ
し
て
新
た
な
ス
タ

ト

介
護
保
険

農
業
振
興

　市民の皆さんのご意見、ご提案をこ
れからの市政に反映させるため、市長
が直接お話を伺います。
■対象者
　横手市民または横手市内の会社や学
　校に通勤あるいは通学されている方
■日　時（月１回開催）
　３月30日（木）午後１時30分～３時
　※１人あたり15分まで（定員６人）
■場　所
　市役所本庁南庁舎応接室
　（旧横手平鹿広域交流センター）
■申込方法
　３月23日（木）までに、電話・ファクス
　・メールのいずれかで、氏名・住所・連
　絡先・お話の内容をお知らせください

■申込み・問合せ
　市総務企画部秘書広報課秘書担当
　　35-2111内線1033　FAX35-2221
　Eメール＝hisho@city.yokote.lg.jp

次回の　　 市長面会日
　　　　　　　　　　　　

のお知らせ

06.3.
15

街から
あなた

へ

行政
情報
便

　農用地区域内にある田、畑を宅地などに用途変
更するためには、農用地からの除外手続きが必要
です。市では、合併に伴う新たな農業振興地域整
備計画を平成19年度中に策定することとしており、
これによって農用地区域等が設定されますが、平
成18年度については、合併前の各市町村の計画等
に基づいて申請を受け付けます。転用を希望され
る場合は、お忘れのないよう手続きください。
■受付期間　４月３日（月）～28日（金）
■受付場所　各地域局産業振興課（申請書類は各
　　　　　　地域局に用意してあります）
■問 合 せ　市産業経済部農政課（増田庁舎内）
　　　　　　　45-5522

平成18年度
農振除外は４月中に手続きを

３月で期限切れの介護保険被保険者証

大切に保管してください

【届け出が必要な場合】
○農地を農地以外（宅地、駐車場等）に転用する
　場合
○農地に農業用施設等（農機具庫、農作業小屋、
　畜舎等）を建設する場合
※次の用件をすべて満たしている必要があります
　①他に代替するべき土地がないこと
　②除外後に一帯の農地の集団性が保たれること
　③周辺農地に与える影響が軽微であること
　④原則として土地改良等の公共投資後８年以上
　　が経過していること
　⑤諸法令による計画実現性があること

　平成12年４月から17年９月にかけて、65歳以上
の方全員に交付された介護保険被保険者証の有効
期限は、平成18年３月31日までと記載されていま
すが、４月以降も紛失や廃棄しないよう大切に保
管してください。
　この被保険者証は、要介護認定で「介護が必要」
と認められ、介護サービスを利用する際に必要と
なるもので、現在介護サービスを利用していなく
ても、今後要介護認定を受ける際に提出していた
だく必要があります。したがって、４月以降も使
用するものとして回収いたしません。
　なお、要介護認定
を受ける際は、被保
険者証を各地域局福
祉保健課介護担当へ
提出してください。
また、要介護認定に
関してご不明な点が
ありましたら、お気
軽にお問い合わせく
ださい。

■問合せ
　市福祉事務所高齢ふれあい課（大森庁舎内）
　　26-2114または各地域局福祉保健課

横手市ファミリー・サポート・センター

わんぱく館に移転します
　４月１日から、横手市ファミリー・サポート・センターが、横
山町の保健福祉複合施設「すこやか横手」２階から南町の児童館
「わんぱく館」内に移転します。移転に伴い、センター内でのサ
ポート活動ができるようになります。電話番号に変更はありませ
んが、センターにお越しの際は間違いのないようご注意ください。
■新所在地　横手市南町12-15 わんぱく館内
　　　　　　　35-7211（変更ありません）　　33-6933（変更になります）

44//11～～4/1～

FA

ファミリー・サポート・センタ
ーってなんだろう？
　平成13年７月に旧横手市が
開設したファミリー・サポー
トセンターは、子育ての援助
を受けたい人（ファミリー会
員）と援助したい人（サポー
ト会員）が会員登録し、助け
合う組織です。
　具体的には、ファミリー会
員が臨時的な事情で子どもの
世話ができないときに、代わ
りとなるサポート会員が世話
をするもので、現在横手地域
在住の方を中心に合計44 3人
が会員登録しています。

新しい所在地
（わんぱく館）
新しい所在地
（わんぱく館）

至山内→

↑至横手地域局↑至横手駅

←至雄物川 ↓至十文字

安田交差点

現在の所在地
（すこやか横手）
現在の所在地
（すこやか横手）

JR
奥
羽
本
線

JR北上
横山踏切

羽州街道踏切

　
　

男
女
共
同
参
画
計
画
の
策
定
作
業
を

　

進
め
る
横
手
市
が

そ
の
将
来
像
を
考

え
る
フ

ラ
ム「
ど
ん
な
色
で
彩
ろ
う
？

横
手
の
男
女
共
同
参
画

」
が
２
月
26

日

市
役
所
南
庁
舎
で
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

は
じ
め
に

落
語
家
の
笑
福
亭
松
枝
さ

ん
が
お
話
を
披
露
「
昔
は
亭
主
関
白
だ

た
」
と
語
る
み
ず
か
ら
の
体
験
談
を
交
え

な
が
ら

性
別
だ
け
で
役
割
を
押
し
付
け

ら
れ
た
り

行
動
が
制
限
さ
れ
て
き
た
こ

れ
ま
で
の
風
潮
を
お
も
し
ろ
お
か
し
く
風

刺

会
場
の
笑
い
を
誘
い
ま
し
た

　

続
い
て
「
こ
れ
が
横
手
の
進
む
道
」と

題
し
て
５
人
の
論
客
が
さ
ま
ざ
ま
な
立
場

か
ら
意
見
を
交
換
「
計
画
策
定
に
あ
た

て
は

現
実
を
見
極
め

泥
く
さ
い
こ
と

も
包
み
隠
さ
な

い
」「
専
業
主
婦

の
仕
事
も
評
価

さ
れ

自
信
に

つ
な
が
る
環
境

を
」
な
ど
の
意

見
が
出
さ
れ
ま

し
た

ＯＢも多数駆けつけ、盛大に挙行 来場者の笑いと共感を誘う松枝師匠

し

う
し

※市報平鹿地域局版3/1号で、市長面会日の期日を３月27日
　とお知らせしましたが、３月30日に変更になりました。
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　沼館地区にある木戸五郎兵衛
神社の例祭が、旧暦２月の初午
にあたる３月６日に行われまし
た。あいにくの雨の中、集落や
職場単位でこしらえた恵比寿俵
を担いだ若衆たちが、ぼんでん
唄を歌いながら各町内を練り歩
き、昼頃に神社に到着。威勢よ
くもみ合いながら、次々と神社
に恵比寿俵を奉納していました。

■恵比寿俵を奉納
（雄物川）

　冬期間の運動不足解消と交流
を目的に２月24日、平鹿体育館
でスマイルボウリング大会が行
われ、48人が参加しました。ゲ
ームは最大10回の投球で、レー
ン上に設けられたゲートをくぐ
らせ、10本のピンを倒すまで繰
り返し、投球数の少なさを競う
ルール。参加者は寒さをものと
もせず、ゲームを楽しみました。

■ボウリングで交流
（平鹿）

　３月５日、恒例となった「第16

回増田地域囲碁・将棋大会」が
増田ふれあいプラザを会場に行
われました。
　大会には小学生を含む愛好者
20人が参加。囲碁の部Ａ・Ｂ、将
棋の部の３部門に分かれた参加
者らは、対局を楽しみながらも
小さな盤上で白熱した戦いを繰
り広げていました。

先輩への感謝を込めて
■和紙で作る卒業証書（十文字）

　卒業式を間近に控え、十文字西中学校では和紙で作
る卒業証書の製作が行われました。これは、地元十文
字和紙を活用し、在校生が卒業生への餞として手作り
の卒業証書を贈るという、当校伝統のものです。
  製作にたずさわった在校生たちは、十文字和紙職人
の佐々木清男さんから直接指導を受け、楮の皮はぎ作
業から紙漉きまでの一連の作業を体験。紙漉きでは、
紙の厚さの調整や重ね合わせ方に苦労しながらも、地
元の伝統工芸に触れ、手作りの卒業証書を完成させよ
うと、真剣に取り組んでいました。

■対局を楽しむ
（増田）

　２月28日、黒川小学校の４年
生７人が下根田地区を訪れ、住
民の皆さんとふれあいました。
これは、総合学習の一環で行わ
れたもので、はじめに同地区を
流れる大戸川の水質調査の結果
を基に「家庭の水が川を汚して
いる」などと発表。川にまつわ
る劇を披露したり、ゲームを行
ったりして交流を深めました。

■地域ふれあいルーム
（横手）

  第34回大雄地区卓球大会が３
月５日、大雄農業者トレーニン
グセンターを会場に開催されま
した。当日は、小学校２年生以
下の部から75歳以上の部まで幅
広い年齢層の方が参加。たくさ
んのギャラリーも応援に駆けつ
け、鋭いスマッシュが決まる度
に大きな歓声が上がるなど、熱
戦が繰り広げられました。

■白球を追いかけて
（大雄）

　２月26日、山内体育館で第１
回山内地区ニュースポーツ交流
大会が開催されました。今回の
種目は、カーリングの楽しさを
手軽に味わえるユニカール。氷
の代わりとなる特殊なカーペッ
トの上にストーンを滑らせて勝
敗を競うもので、参加者はトリ
ノオリンピックの興奮を思い出
しながらゲームを楽しみました。

■気分は五輪選手！
（山内）

　３月３日、十文字の創作館で
冬季婦人講座が開かれました。
この講座は、公民館事業の一環
として行われているもので、今
回は、和服を再利用しての小物
作りに挑戦しました。地元の参
加者たちは、持ち寄った着物を
手に取り、青春時代の思い出話
に華を咲かせながら、新たな作
品作りに精を出していました。

■和服を再利用
（十文字）

　２月22日、「大森町芸術文化協
会創立30周年記念式典及び祝賀
会」が、さくら荘を会場に行わ
れました。
　式典では、記念表彰として会
の発展に尽力された８人の方に
表彰状を贈呈。式典後に開かれ
た祝賀会では、踊りや民謡が披
露され、出席者らは笑顔で創立
30周年を祝いました。

■創立30周年を祝う
（大森）

あやぁ、懐かしいなや
■手作り納豆講習会（増田）

　ワラを使った昔ながらの納豆づくりに挑戦しようと、
３月５日、増田地域の西成瀬地区で手作り納豆講習会
が開かれました。これは、地域住民が自主運営する西
成瀬地域センター（季子和春会長）の文化部が主催した
もので、講習会には28人が参加。昔はどこの家庭でも
自前の納豆を作っていたということで、参加者らは昔
話に華を咲かせながら、筒子と呼ばれるワラ筒編みや、
ワラ筒への大豆詰めなどの作業を手際よく進め、３日
後の出来上がりを楽しみにしている様子でした。

新入学予定者は820人
■横手市入学おめでとう大会（横手）

　今春、小学校に入学する児童を祝う「入学おめでと
う大会」が２月25日、横手市民会館で開催されました。
　はじめに、主催者（横手市・秋田魁新報社）を代表して、
伊藤孝俊市教育次長が「楽しい学校生活になることを
願っています」とあいさつ。旭小学校１年生による劇
に続き、ダンスグループ「Ｙ２レボリューション」の皆さ
んが客席の子どもたちを巻き込んで踊りを披露。さら
に、音楽教室の生徒によるコンサートや奇術など、多
彩な催しで４月から始まる新たな生活を応援しました。昔を思い出しながら手際よく作業を進める参加者 新入生を待ち望む旭小学校１年生の皆さん

職人から指導を受け、製作に励む十文字西中学校生徒たち

North

East

West

South

東西南北東西南北
ニュース

題題話話のの域域地地
かんじきはいて健脚競う
■かんじきマラソン（雄物川）

opicsT

初出場で優勝を飾った宮原さん勢いよく登山道を駆け上がる参加者

　今年で６回目となる「かんじきマラソン大会」（雄
物川町山岳会主催）が３月５日、大沢地区の金峰山を
会場に行われ、県内外から参加した18人が起伏にとん
だ約10キロのコースで健脚を競い合いました。
　長靴にかんじきを履いた参加者たちは、スタートと
ともに登山道を勢いよく駆け上がり、頂上の金峰神社
でお神酒を飲んで参詣。頂上から見える横手盆地の雄
大な景色を満喫し、心地よい汗を流しました。
　初出場ながら、昨年の優勝タイムより３分以上速い、

30分29秒で優勝を飾っ
た湯沢市の宮原正和さ
んは「かんじきは初め
て履いた。雪の上を走
るのは気持ちいい。コ
ースが狭いので最初か
ら先頭を走り守りぬい
た」と話していました。

つつ

はなむけ

こうぞ

す

こ
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●お知らせのページ●
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覚
ラ
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ブ
ラ
リ

事
務
局
が

移
転
し
ま
す

横
手
図
書
館
の
開
館
時
間
が

変
わ
り
ま
す

家
庭
教
育
支
援
講
座

大
間
ジ
ロ

ト

ク
＆
ラ
イ
ブ

地
域
密
着
型
サ

ビ
ス
事
業
所

開
設
記
念
講
演
会

都
市
対
抗
テ
ニ
ス
大
会

横
手
市
予
選
会

土地・家屋の評価額がご覧いただけます

■問合せ　水道部水道課
　　　　　または各地域局水道課
　　　　　　35-2175（本庁水道課）

　地域局水道課に届出をしないまま転
居・転出された場合、料金がそのまま
継続して請求されることになります。
　この場合、料金（使用料）は減免され
ませんので、必ずお住まいの地域局水
道課までお知らせください。
　その際、転出先の住所・電話番号（固
定電話と携帯電話）を必ずお聞かせく
ださい。

募　

集

　

厚
生
労
働
省
老
健
局
計
画
課
長
補

佐
の
村
上
洋
二
氏
と
全
国
老
施
協
養

護
分
科
会
長
の
西
井
秀
爾
郎
氏
を
講

師
に
迎
え

記
念
講
演
を
行
い
ま
す

日　

時　

３
月
31
日（
金
）

　
　
　
　

午
後
３
時

場　

所　

か
ま
く
ら
館
ホ

ル

問
合
せ　

市
福
祉
環
境
部
高
齢
ふ
れ

　
　
　
　

あ
い
課　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

２
６
―
２
１
１
４

　

元
気
で
い
き
い
き
と
し
た
生
活
が

送
れ
る
よ
う
に

高
齢
者
用
の
筋
力

ト
レ

ニ
ン
グ
機
器
を
中
心
に

ス

ト
レ

チ
や
有
酸
素
運
動
を
取
り
入

れ
た

高
齢
者
の
た
め
の
運
動
教
室

を
開
催
し
ま
す

参
加
者
の
年
齢
や

体
力
に
あ
わ
せ
て

誰
で
も
無
理
な

く
簡
単
に
で
き
る
内
容
で
す

お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

期　
　

間　

４
月
18
日（
火
）

　
　
　
　
　

７
月
18
日（
火
）

　
　
　
　
　

週
２
回（
火
曜
と
金
曜
）

時　
　

間　

午
後
１
時
15
分

　
　
　
　
　

３
時
15
分

場　
　

所　

秋
田
県
南
部
老
人
福
祉    

          

総
合
エ
リ
ア
内
リ
ハ
ビ  

          

リ
セ
ン
タ
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象 

者　

65
歳
以
上
80
歳
未
満
の

          

市
民
の
方(

定
員
14
名
）

　
　
　
　
　

※
送
迎
は
あ
り
ま
せ
ん

　
　
　
　
　
　

の
で
直
接
通
え
る
方

参 

加 

費　

５

２
０
０
円

　
　
　
　
　
（
26
回
×
２
０
０
円
）

募
集
期
間　
３
月
20
日（
月
）
31
日（
金
）

問 

合 
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大
森
地
域
局
福
祉
保
健
課

          　

２
６
―
４
０
３
０

　　　

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構

(

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）で
は

技
術
や
経
験
を

活
か
し
て

開
発
途
上
国
の
人
々
と

相
互
理
解
を
図
り
な
が
ら

協
力
活

動
を
展
開
す
る
海
外
で
の
ボ
ラ
ン
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ア
へ
の
参
加
者
を
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集
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ま
す

○
青
年
海
外
協
力
隊

募
集
期
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４
月
１
日（
土
）　　
　

　
　
　
　
　

５
月
10
日（
水
）

応
募
資
格　

満
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歳
か
ら
満
39
歳（
募                                  

          

集
締
切
日
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の
日
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国
籍
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募
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加
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保
守
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築
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０
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か
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成
18
年
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月
10
日
現
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ま
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本
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つ
方
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集
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画
・
行
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公
益
事
業

農
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水
産

　
　
　
　
　

鉱
工
業

エ
ネ
ル
ギ

　
　
　
　
　

商
業
・
観
光

人
的
資

　
　
　
　
　

源

保
健
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医
療
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福
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９
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Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
東
北

　
　
　
　
　
　
　
０
２
２
―
２
２
３
―
４
７
７
２

　　

真
剣
に
出
会
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を
求
め
て
い
る
30

40
歳
代
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独
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と
し
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開
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し
ま
す
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時　

３
月
26
日（
日
）

　
　
　
　

午
後
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時
30
分
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所　
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ガ
蔵（
大
森
地
域
）
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切
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３
月
17
日（
金
）

問
合
せ　

と
き
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ト

　
　
　
　

お
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も
り
事
務
局

　
　
　
　
（
大
森
地
域
局
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）

　
　
　
　
　

２
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１
１
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い
き
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パ
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加
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Ｊ
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Ｃ
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海
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力
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蔵

Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
２
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パ

テ

女
性
参
加
者
募
集
！

　引越しをされる際は、水道料金の精
算が必要になりますので、近くの地域
局水道課までお知らせください。精算
した料金は、以下の４つの方法でお支
払いいただけます。

㈰お届けの口座からの振替
㈪後日郵送される納付書での納付
　（市内転居の方や、県内市町村へ転出の方）
㈫後日郵送される郵便振込用紙での納付
　（県外へ転出の方）
㈬現地（居住地）にて、精算時に現金支払い

※水道料金を未納にしたまま市内で転
居した場合、原則、新住所地での水道
の開栓をしません。未納分を全額納付
していただいてから、新住所地での開
栓の手続きとなります。

お引越しの際は
水道課へお知らせください

　市に納税義務のある方は、市内の土地や家屋
の評価額を記載した帳簿を縦覧することができ
ます。これにより、自分の資産の評価額が適正
か、他の資産と比較することができます。
　また、縦覧期間中は固定資産課税台帳に載っ
ている自分の資産の評価額や課税標準額を無料
で閲覧できます。なお、代理人の場合は委任状
が必要です
　ご覧いただく際は、身分証明書（運転免許証、
健康保険証等）を持参の上、窓口に備え付けの
申請書に記入してお申し込みください。

■縦覧期間　４月１日（土）～５月31日（水）
■縦覧時間　午前８時30分～午後５時15分
　　　　　　※土日・祝日は除く
■縦覧場所　財務部資産税課（横手庁舎２階）
■閲覧場所　資産税課及び各地域局市民生活課
■問 合 せ　市財務部資産税課資産税担当　
　　　　　　　32-2111　

http://www.geocities.jp/yokotelawn/yta/top.htm
Eメール:yokote_tennis_association@yahoo.co.jp
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３
月
15
日（
水
）

　
　
　
　
　

31
日（
金
）

貸 

出 

先　

横
手
市
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ

　
　
　
　
　

 

リ
（
雄
物
川
図
書
館
内
）

　
　
　
　
　
　

２
２
―
２
３
０
０

　
　
　
　
　
　

２
２
―
２
３
０
１

事 

務 

局　
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課   

　
　
　
　
　
　

２
２
―
２
１
５
５

　

横
手
図
書
館
で
は

利
用
者
の
動

向
を
調
査
す
る
た
め

４
月
か
ら
６

月
ま
で
の
開
館
時
間
が
変
更
に
な
り

ま
す

な
お

こ
の
調
査
は
試
験
的

に
３

月
間

横
手
図
書
館
だ
け
で

実
施
す
る
も
の
で
す

利
用
者
の
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す

開
館
時
間　

平
日

午
前
10
時

　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
６
時

　
　
　
　
　

土
日

午
前
９
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
５
時
30
分

問 

合 

せ　

横
手
図
書
館

　
　
　
　
　
　

３
２
―
２
６
６
２

　　　

横
手
市
テ
ニ
ス
協
会
で
は

都
市

対
抗
テ
ニ
ス
大
会
へ
向
け
て

初
め

て
の
横
手
市
予
選
会
を
開
催
し
ま
す

　

皆
さ
ん

ふ
る

て
ご
応
募
く
だ

さ
い

日　

時　

４
月
２
日（
日
）

　
　
　
　

８
時
40
分
受
付
終
了

場　

所　

雄
物
川
体
育
館

参
加
費　

○
シ
ン
グ
ル
ス

　
　
　
　
　
　
　
　

２

０
０
０
円

　
　
　
　

○
ダ
ブ
ル
ス（
１
ペ
ア
）

　
　
　
　
　
　
　
　

４

０
０
０
円

　
　
　
　

事
前
振
り
込
み
で
す

締
切
り　

３
月
24
日（
金
）

　
　
　
　

詳
細
に
つ
い
て
は

　
　
　
　

横
手
市
テ
ニ
ス
協

　
　
　
　

会
ホ

ム
ペ

ジ

　
　
　
　

を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
合
せ　

横
手
市
テ
ニ
ス
協

　
　
　
　

会
（
お
問
い
合
わ

　
　
　
　

せ
は

下
記
の
Ｅ

　
　
　
　

メ

ル
ア
ド
レ
ス

　
　
　
　

ま
で
）

  　　

人
気
バ
ン
ド

元「
オ
フ
コ

ス
」

の
ド
ラ
ム
奏
者

大
間
ジ
ロ

さ
ん

に
よ
る
『
魔
法
の
言
葉
』
と
題
し
た

ト

ク
ラ
イ
ブ
を
開
催
し
ま
す

　

青
少
年
に
夢
を
語
る
ト

ク
と

和
楽
器
の
奏
者
で
あ
る
安
藤
兄
弟
を

迎
え
て
の
迫
力
あ
る
ラ
イ
ブ
に
ぜ
ひ

ご
来
館
く
だ
さ
い

日　

時　

３
月
18
日（
土
）

　
　
　
　

午
後
12
時
30
分
開
場

場　

所　

大
雄
交
流
研
修
館

　
　
　
　
「
ふ
れ
あ
い
ホ

ル
」

問
合
せ  

大
雄
生
涯
学
習
セ
ン
タ

　
　
　
　
　

５
２
―
３
９
０
７
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　山下太郎顕彰育英会では、学術研究・地域文化
奨励賞の候補者を次のとおり募集します。
（募集期間：３月1日～31日必着）
■学術研究奨励賞
　  秋田県出身、または県内の研究機関に所属す   

  る人で、平成18年４月１日現在で満40歳未満の  

  ３名。受賞者には、表彰状と副賞100万円
■地域文化奨励賞
　  地域文化向上のため、学問・技術・芸術など 

  の研究を継続的に行い、優れた研究実績を上げ 

  ている個人か団体（グループ）２組。受賞者には、  

　表彰状と副賞30万円
※申請書類は、「○○申請書類請求」と明記し、140
　円切手を同封の上、郵送で請求してください。
 
　
　同育英会では、今年４月に高等学校、大学へ入
学する人を対象に、奨学生を募集します。
（募集期間：４月１日～28日必着）
■高等学校奨学生
  ４名（貸与月額＝２万円）
■大学奨学生
  10名（貸与月額＝５万円）
※申請書類は、事務局窓口で
直接、または郵送により請求
できます。郵送の場合は、封
筒表面に氏名・年齢・電話番
号を記載した書面と「○○申
請書類請求」と記入の上、140

円切手を同封してください。
(返信用封筒は必要ありませ
ん）

市民主催の催し等をお知らせするコーナーです

歌の好きな人集まれ！ 思いっきり歌声喫茶
  ゆりかごの歌、りんご追分、ほか数曲を予定。
日　時●４月６日（木）午後7時開演
場　所●レストラン煉瓦屋（寿町）
参加費●1,000円（軽食付き）
問合せ●レストラン煉瓦屋　33-2811

自然を愛する皆さんの集い
  絵本の朗読とハーモニカ演奏があります。
日　時●４月16日（日）午後１時開演
場　所●レストラン煉瓦屋（寿町）
入場料●800円（軽食付き）
問合せ●レストラン煉瓦屋　33-2811

市民の皆さんからの「いどばたプラザ」への情報提供をお待ち
しています。各種催しの参加者募集などにご活用ください。

講
習 

講
座

第
２
回
経
営
品
質
基
礎
講
座  

横手山岳協会　第12回山の写真展
  県内外で行った定例山行の記録や会員が撮影
した山・高山植物の写真約70点を展示します
期　間●３月24日（金）～26日（日）午前９時～午後５時
場　所●かまくら館
問合せ●横手山岳協会　半田さん　32-4772

つかえる英語講座　　　　　　　　
　外国人先生による講座です　　
日　時●３月28日（火）午後７時～９時
場　所●かまくら館
参加料●1,000円（初回無料）
問合せ●若林さん　32-0077

　

人
事
院
で
は

次
の
と
お
り
国
家

公
務
員
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す

■

種
試
験（
大
学
卒
業
程
度
）

受　

付　

４
月
３
日（
月
）
10
日（
月
）

試
験
日　

４
月
30
日（
日
）

■

種
試
験（
大
学
卒
業
程
度
）

受　

付　

４
月
14
日（
金
）
25
日（
火
）

試
験
日　

６
月
18
日（
日
）

■

種
ⅠⅡⅢ

試
験（
高
校
卒
業
程
度
）

受　

付　

６
月
20
日（
火
）
27
日（
火
）

試
験
日　

９
月
３
日（
日
）

問
合
せ　

人
事
院
東
北
事
務
局
第
二

　
　
　
　

課
試
験
係

　
　
　
　
　
０
２
２
―
２
２
１
―
２
０
２
２

人
事
院
ホ

ム
ペ

ジ

(http://w
w
w
.j in ji. go.j p/ sa iy o/

sa iy o.h tm
)

も
ご
覧
く
だ
さ
い

受
験
資
格

　

・
昭
和
52
年
４
月
２
日

昭
和
60

　
　

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

　

・
昭
和
60
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

　
　

れ
の
者
で
次
に
該
当
す
る
方

　
　

大
学
を
卒
業
し
た
方
及
び
平

　
　
　

成
19
年
３
月
ま
で
に
大
学
を

　
　
　

卒
業
す
る
見
込
み
の
方

　
　

人
①

①

②

事
院
が

と
同
等
の
資
格

　
　
　

が
あ
る
と
認
め
る
方

■
第
一
次
試
験

日  

時　

６
月
11
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
８
時
45
分

場  

所　

秋
田
大
学
一
般
教
育
２
号
館

受　

付　

４
月
３
日（
月
）
14
日（
金
）

問
合
せ　

秋
田
労
働
局
総
務
部
総
務
課

　
　
　
　
　
０
１
８
―
８
６
２
―
６
６
８
１

　　　

秋
田
県
経
営
品
質
協
議
会
指
定
講

師
の
渡
辺
善
欽
氏
を
迎
え

経
営
の

バ
イ
ブ
ル
と
い
わ
れ
る
「
ア
セ
ス
メ

ン
ト
基
準
書
」
の
概
要
に
つ
い
て
学

び
ま
す

経
営
革
新
を
志
し
て
い
る

方

経
営
品
質
に
興
味
の
あ
る
方
は

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い

日　

時　
３
月
27
日（
月
）午
後
１
時

場　

所　
秋
田
県
青
少
年
交
流
セ
ン
タ

　
　
　
　
　

ユ

ス
パ
ル　

参
加
費　

・
秋
田
県
経
営
品
質
協
議
会

　
　
　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

会
員　
 

３

０
０
０
円

　
　
　
　

・
非
会
員　

６

０
０
０
円

定　

員　

20
名（
要
申
込
み
）

問
合
せ　

秋
田
県
経
営
品
質
協
議
会 
 
 

 
 
 
 

事
務
局

　
　
　
　
（
秋
田
商
工
会
議
所
内
）

　
　
　
　
　
０
１
８
―
８
６
６
―
６
６
７
６

　

南
部
シ
ル
バ

エ
リ
ア
で
は
「
活

き
活
き
学
園
」
の
料
理
教
室
を
開
催

し
ま
す

　

今
回
は

倉
田
ユ
リ
子
さ
ん
を
講

師
に
迎
え

太
巻
き
寿
司
と
餃
子
作

り
に
挑
戦
し
ま
す

日　

時　

３
月
24
日（
金
）

　
　
　
　

午
前
10
時

場　

所　

エ
リ
ア
創
作
館
調
理
室

参
加
費　

1

0
0
0
円

　
　
　
　
（
定
員
20
名
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン

筆
記
用
具

締
切
り　

３
月
17
日（
金
）

　
　
　
　

申
込
み
後

欠
席
さ
れ
る

　
　
　
　

場
合
は
必
ず
ご
連
絡
く
だ

　
　
　
　

さ
い

問
合
せ　

南
部
シ
ル
バ

エ
リ
ア

　
　
　
　
　

２
６
―
３
８
８
０　

　　

講
師
に
大
橋
壽
子
さ
ん
を
迎
え

ネ
コ
の
ぬ
い
ぐ
る
み
作
り
に
挑
戦
し

ま
す

あ
な
た
独
自
の
作
品
を
作

て
み
ま
せ
ん
か

日　

時　

３
月
29
日（
水
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分

場　

所　

コ
ミ

ニ
テ

ハ
ウ
ス

　
　
　
　

ね
・
ま

れ（
十
文
字
駅
前

　
　
　
　

通
り
旧
こ
ま
つ
呉
服
店
）

参
加
費　

１

０
０
０
円

持
ち
物　

裁
縫
道
具

申
込
み　

３
月
20
日（
月
）ま
で

問
合
せ　
コ
ミ

ニ
テ

ハ
ウ
ス「
ね
・

　
　
　
　
ま

れ
」　

４
２
―
５
３
２
０

　
　
　
　
　
　

　

農
産
物
直
売
所
の
方
々
と
消
費
者

の
皆
さ
ん
と
の
交
流
座
談
会
を
開
催

し
ま
す

日　

時　

３
月
29
日（
水
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分

３
時
30
分

場　

所　

あ
さ
く
ら
館　

工
房

問
合
せ　

横
手
市
消
費
者
の
会

　
　
　
　

会
長　

小
玉
さ
ん

　
　
　
　
　

３
２
―
５
２
３
５　

　　　　　

不
動
産
の
売
買

相
続
問
題

夫

婦
・
親
子
関
係
な
ど
と
い

た
問
題

に
お
悩
み
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　

秋
田
県
司
法
書
士
会
で
は

そ
ん

な
身
近
な
問
題
に
つ
い
て

皆
さ
ん

の
相
談
に
応
じ
ま
す

ご
希
望
の
方

は

事
前
に
電
話
に
よ
る
予
約
が
必

要
と
な
り
ま
す

お
電
話
お
待
ち
し

て
い
ま
す

日　

時　

４
月
22
日（
土
）

　
　
　
　

５
月
13
日（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時

午
後
３
時

場　

所　

横
手
ス
テ

シ

ン
ホ
テ
ル

番　

号　
０
１
８
７
―
６
２
―
３
２
３
７

　
　
　
　

予
約
専
用
電
話
で
す

問
合
せ　

秋
田
県
司
法
書
士
会

　
　
　
　
　
０
１
８
―
８
２
４
―
０
１
８
７ 

南
部
シ
ル
バ

エ
リ
ア

活
き
活
き
料
理
教
室

国
家
公
務
員
採
用

種
・

種
・

種

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

試
験

学術研究・地域文化奨励賞受賞候補者及び奨学生募集
（財）山下太郎顕彰育英会

奨学生

■申込み・問合せ先
  〒013-0521 横手市大森町字大森145
　    財団法人　山下太郎顕彰育英会
      　26-3500

学術研究・地域文化奨励賞候補者

労
働
基
準
監
督
官
採
用
試
験

相　

談

「
ね
・
ま

れ
」

ネ
コ
の
ぬ
い
ぐ
る
み
作
り

消
費
者
問
題
研
修
会 

司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ

無
料
相
談
会



た
く
さ
ん
の
便
り
の
掲
載
を

子
ど
も
の
笑
顔
を
守
り
た
い

今
一
度
、安
全
確
認
を

あ
こ
が
れ
の「
よ
こ
て
」

す
ば
ら
し
い
横
手
市
に

か
ま
く
ら
と
人
の
温
か
さ

ほ
し
餅
の
思
い
出

「
す
ば
ら
し
い
」の
一
言
で
し
た

昔
を
思
い
出
し
ま
し
た

伝
統
を
後
世
に
伝
え
た
い
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このページは読者の皆
さんから寄せられた声
にふれあう場です。
いろいろな声をお寄せ
ください。

お手数ですが
50円切手を

お貼りください

0 1 3 8 6 0 1

POST CARD

◎ご希望のプレゼントを○で囲んでください

１．福治郎納豆 ２．シバタ焼肉のタレ

◎ご氏名

◎ご住所

電話（　　　　）　　　－　　　　

◎ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合、実名で記載させていただきます。

◎年齢／　　　　歳　　　　　◎性別／　　男　・　女

フリガナ
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E

SE
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T
S    PR

E
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N
T

S    PR
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N
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S    PR

E
SE

N
T

S    PR
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N

T
S    PR

E
SE

N
T

S

お便りをくださった方の中から抽選で
横手市の特産品をプレゼントします。

市報よこて

たより
ふれあい
　語り合い
ふれあい
　語り合い

●シバタ焼肉のタレ（十文字）
　化学調味料を一切使用し
ない手づくり品として人気
のシバタ焼肉のタレ。厳選
された地元十文字産の素材
を贅沢に使い、熟練の技で
作り上げた確かな味をお届
けします。詰め合わせを５
名様に。

横手市前郷字下三枚橋163

横手市役所
秘書広報課 行

※当選の発表は商品の発送をもって代えさせて
　いただきます
　【締め切りは平成18年4月3日（当日消印有効）】

●連日完売！秋田市で人気の
　二代目福治郎納豆（大雄） 横手市大雄の(有)ふく屋

が運営する秋田市にある
納豆専門店二代目福治郎。
国産大豆を使い、昔なが
らの製法で手間ひま惜し
まず作られる納豆の美味
しさは、口コミで広がり、
全国から注文が来るほど
の人気。一度食べたらま
た食べたくなる納豆です。
お味見セットを５名様に。

日本国秋田県横手市

153
2006

153
2006

たより

【提供】シバタ食品加工
　　　　42-2173

【提供】（有）ふく屋
　　　　52-3070

手
作
り
の
良
さ
を
大
切
に

　　

平
鹿　

「
Ｎ
・
Ｋ
」
さ
ん　
47
歳

　

か
ま
く
ら
を
見
る
た
び
に
思
い
出

す
、
二
十
数
年
前
の
女
子
高
生
の
自

分
…
。
三
年
間
で
一
度
だ
け
母
と
二

人
で
二
葉
町
の
か
ま
く
ら
を
見
て
楽

し
み
ま
し
た
。
雪
国
な
の
に
楽
し
み

方
を
知
ら
な
か
っ
た
た
め
、
ず
い
分

感
激
し
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
今
年

の
か
ま
く
ら
期
間
中
、
友
人
と
ラ
ン

チ
し
た
時
、
ご
主
人
よ
り
甘
酒
の
サ

ー
ビ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
花
の

高
校
生
か
ら
数
十
年
が
経
ち
ま
し
た

が
、
通
い
続
け
た
四
日
町
の
温
か
さ

を
ひ
し
と
感
じ
、
ま
た
、
な
つ
か
し

さ
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
一
日
で
し

た
。

増
田　

 ｢

い
っ
ぱ
い
×
２
母
さ
ん
」さ
ん　

56
歳

　

先
日
、
か
ま
く
ら
を
久
々
に
見
る

事
が
で
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
子
供

達
か
ら
、
手
作
り
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
い
た
だ
き
、
大
変
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
ど

ん
な
豪
華
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
も
負

け
な
い
心
が
こ
も
っ
た
作
品
で
す
か

ら
・
・
・
。
こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
手

作
り
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
全
国
の
方
々

に
か
ま
く
ら
の
良
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
て
も

ら
い
た
い
で
す
。

　

大
森　

「
Ｅ
・
Ｏ
」
さ
ん　
44
歳

　

毎
日
、
ふ
さ
ぎ
込
ん
で
い
た
私
に
、

友
人
が
気
分
転
換
に
横
手
の
梵
天
で

も
見
に
行
こ
う
と
誘
っ
て
く
れ
ま
し

た
が
、
気
分
が
乗
ら
な
か
っ
た
の
で

断
っ
た
の
で
す
が
、
思
い
切
っ
て
行

っ
て
見
た
の
で
す
。｢

す
ば
ら
し
い｣

の
一
言
で
し
た
。
病
は
気
か
ら
と
よ

く
言
い
ま
す
が
、
ま
さ
に
そ
の
日
の

私
は
、
一
日
中
気
分
も
体
調
も
良
く
、

こ
ん
な
す
ば
ら
し
い
梵
天
を
見
せ
に

連
れ
出
し
て
く
れ
た
友
人
に
、
心
か

ら
あ
り
が
と
う
と
言
う
気
持
ち
と
、

き
れ
い
な
物
や
す
ば
ら
し
い
物
を
見

る
と
不
思
議
に
心
が
癒
さ
れ
る
事
を

実
感
し
ま
し
た
。

　

今
年
も
す
ば
ら
し
い
か
ま
く
ら
、

梵
天
で
し
た
ね
。
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、

大
切
に
守
っ
て
い
こ
う
と
す
る
市
民

の
皆
さ
ん
の
気
持
ち
が
伝
わ
り
、
観

る
人
に
感
動
を
与
え
る
横
手
の
雪
ま

つ
り
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

平
鹿　
「
Ｎ
・
Ｏ
母
ち
ゃ
ん
」さ
ん　
62
歳

　

特
集
の
ミ
ノ
、
ケ
ラ
作
り
を
見
て
、

私
達
の
子
供
の
頃
は
、
ま
だ
身
に
付

け
て
働
い
て
い
る
人
が
い
た
様
に
思

い
出
さ
れ
ま
し
た
。
あ
の
時
代
か
ら

今
ま
で
、
半
世
紀
が
過
ぎ
ま
し
た
。

今
で
も
、
民
芸
品
と
し
て
作
り
続
け

て
い
る
人
が
い
た
事
に
、
大
変
感
激

致
し
ま
し
た
。
私
も
、
作
っ
て
見
た

い
と
思
い
ま
し
た
。
い
つ
ま
で
も
こ

の
よ
う
な
伝
統
を
後
世
に
伝
え
続
け

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
す
ば
ら

し
い
事
と
思
い
、
ま
た
、
懐
か
し
い

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

平
鹿　
「
ポ
チ
君
の
マ
マ
」さ
ん　
44
歳

　　

私
は
母
と
夫
の
中
高
齢
者
３
人
暮

ら
し
で
す
。
今
冬
は
、
雪
に
埋
も
れ

た
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
ん
な
中
、
２
月
号
の
ミ
ノ
、
ケ
ラ

作
り
を
見
て
昔
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

ま
だ
若
か
っ
た
父
母
が
、
冬
に
な
れ

ば
赤
ち
ゃ
ん
を
入
れ
る
「
え
づ
め
」

作
り
を
し
て
い
た
事
で
す
。
子
供
心

に
寂
し
い
思
い
も
あ
り
ま
し
た
。
出

来
上
が
っ
て
、
五
つ
位
ソ
リ
に
積
ん

で
売
り
に
行
く
父
の
後
を
つ
い
て
湯

沢
ま
で
歩
い
て
行
っ
た
時
は
、
あ
ま

り
の
遠
さ
に
泣
き
た
く
な
っ
た
記
憶

が
あ
り
ま
す
。
冬
場
の
唯
一
の
収
入

源
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
父

も
既
に
亡
く
な
り
、
母
も
今
で
は
痛

い
と
言
わ
な
い
日
が
な
い
く
ら
い
辛

そ
う
な
毎
日
で
す
が
、
私
の
務
め
と

思
い
、
話
相
手
に
な
っ
て
い
る
こ
の

頃
で
す
。

　

伝
統
を
守
り
受
け
継
い
で
い
く
こ

と
は
、
大
変
な
苦
労
が
伴
う
も
の
だ

と
、
取
材
を
通
し
て
感
じ
ま
し
た
。

ミ
ノ
・
ケ
ラ
に
限
ら
ず
、
守
り
続
け

た
い
文
化
は
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い

ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
市
報
で
紹

介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　　
　
　

十
文
字　

榊
原
ユ
リ
子
さ
ん 

　　

戦
争
中
学
徒
動
員
で
神
奈
川
県
に

行
き
６
か
月
奉
仕
し
た
折
、
食
糧
不

足
の
中
、
母
の
届
け
て
く
れ
た
保
存

食
、
あ
の
ほ
し
餅
が
懐
か
し
く
忘
れ

ら
れ
ま
せ
ん
。
今
日
市
報
が
届
き
、

今
で
は
横
手
市
の
特
産
品
に
な
っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
あ
の
同
部

屋
で
皆
で
分
け
合
っ
て
食
べ
た
ほ
し

餅
。
友
人
に
も
送
り
届
け
た
ら
、
ど

ん
な
に
か
青
春
時
代
を
思
い
出
し
、

懐
か
し
く
思
う
事
で
し
ょ
う
。
先
ず

は
当
選
し
て
、
ご
馳
走
に
な
っ
て
か

ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

横
手　
「
食
事
係
バ
バ
ち
ゃ
ん
」さ
ん　
65
歳

　

私
は
、
昭
和
16
年
生
ま
れ
の
バ
バ

ち
ゃ
ん
で
す
。
旧
横
手
市
と
合
併
に

な
っ
た
時
５
年
生
ぐ
ら
い
で
し
た
。

小
さ
な
ハ
タ
を
手
に
、
境
町
村
を
一

周
し
た
時
の
こ
と
、
よ
く
歩
い
た
も

ん
だ
と
び
っ
く
り
し
て
い
ま
す
。
そ

の
時
と
昨
年
10
月
１
日
と
は
、
時
代

は
違
い
ま
す
が
、
と
て
も
良
い
市
に

な
っ
た
と
感
じ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

８
つ
地
域
が
し
っ
か
り
手
を
の
ば
し
、

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
、
立
派
な
横

手
市
に
な
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。

雄
物
川　
「
琴
欧
州
命
」さ
ん　
80
歳

　

よ
こ
て
。
あ
こ
が
れ
の
よ
こ
て
。

こ
の
ひ
び
き
が
、
何
と
も
云
え
ぬ
感

じ
が
し
ま
す
。
我
、
雄
物
川
も
よ
こ

て
の
仲
間
入
り
を
し
て
、
な
ぜ
か
誇

ら
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
今
年

は
、
雪
が
多
く
て
、
大
変
で
し
た
が
、

最
近
の
天
気
は
、
春
間
近
を
思
わ
せ

ま
す
。
春
を
待
つ
ば
っ
け
の
ご
と
く
、

ジ
ッ
と
厳
し
い
冬
に
た
え
て
、
コ
タ

ツ
と
友
だ
ち
の
婆
婆
で
す
。

　

合
併
を
喜
ぶ
声
は
、
市
報
に
も
た

く
さ
ん
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
力
を

合
わ
せ
、
す
ば
ら
し
い
横
手
市
を
作

っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　

「
Ｉ
・
Ｙ
」さ
ん　
68
歳

　

私
の
孫
娘
が
、
今
春
、
南
小
に
入

学
し
ま
す
。
そ
れ
で
、
道
順
を
歩
い

て
み
ま
し
た
。
奥
羽
線
の
跨
線
橋
の

下
の
ト
ン
ネ
ル
を
通
っ
た
時
、
こ
ん

な
に
淋
し
く
て
、
暗
く
て
、
長
い
ト

ン
ネ
ル
を
毎
日
往
復
す
る
の
か
と
思

い
身
震
い
し
ま
し
た
。
見
上
げ
れ
ば

監
視
カ
メ
ラ
も
な
く
、
市
や
警
察
、

校
長
先
生
は
こ
の
現
実
を
ご
存
知
な

の
で
す
か
。
一
度
体
験
し
て
見
て
下

さ
い
。
上
真
山
の
線
路
も
渡
っ
て
み

ま
し
た
が
、
ラ
ッ
シ
ュ
の
時
は
命
が

け
で
す
。
ど
う
ぞ
、
子
ど
も
た
ち
を

大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

平
鹿　
「
Ｓ
・
Ｓ
」さ
ん　
75
歳

　

半
月
毎
に
届
く
よ
こ
て
市
報
、
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。
毎
号
出
て
き

ま
す
保
育
所
の
よ
い
子
ち
ゃ
ん
た
ち
。

こ
の
子
た
ち
が
通
学
す
る
道
路
の
安

全
は
守
ら
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

あ
ち
こ
ち
で
事
故
が
あ
る
度
に
心
配

に
な
り
ま
す
。
こ
の
笑
顔
を
い
つ
ま

で
も
続
け
て
通
学
で
き
る
よ
う
に
守

っ
て
あ
げ
る
こ
と
が
、
市
民
の
願
い

で
あ
り
、
義
務
だ
と
思
う
の
で
す
。

安
全
対
策
万
全
を
心
か
ら
願
っ
て
お

り
ま
す
。

　

横
手　
「
ス
テ
ッ
ピ
ー
」さ
ん　
35
歳

　

横
手
に
越
し
て
早
３
年
。
当
た
り

年
な
の
か
、
去
年
と
今
年
は
大
雪
…

そ
し
て『
あ
て
逃
げ
』…（
３
回
目
）。

子
供
が
生
ま
れ
て
、
使
い
や
す
い
、

乗
り
や
す
い
と
思
っ
て
購
入
し
た
車

な
の
で
大
事
に
乗
っ
て
い
ま
し
た
。

自
分
の
意
思
と
は
ま
っ
た
く
関
係
な

く
キ
ズ
を
つ
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と

は
、
車
だ
け
で
な
く
私
の
心
に
も
深

い
傷
が
残
り
ま
す
。
こ
の
ま
ま
だ
と
、

人
間
（
横
手
）
不
信
に
な
り
そ
う
で

す
。
横
手
の
い
い
所
も
知
り
つ
つ
あ

る
の
に
残
念
で
す
。
車
に
乗
っ
て
い

る
み
な
さ
ん
、
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し

ょ
う
。

　
　

横
手　
「
Ａ
・
Ｔ
」さ
ん　
38
歳

　

多
く
の
お
便
り
が
届
い
て
い
る
そ

う
で
す
が
、
す
べ
て
の
お
便
り
を
載

せ
て
欲
し
い
で
す
。
み
ん
な
の
意
見
、

発
想
が
わ
か
れ
ば
新
し
い
発
想
が
ま

た
生
ま
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

紙
面
構
成
を
考
え
な
が
ら
、
な
る

べ
く
た
く
さ
ん
の
お
便
り
を
掲
載
で

き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

・
・
・

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
ほ
し
い
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たくみ
TAKUMI

昭和37年、山内村に
生まれる。高校を卒業
後、県外の大手家具メ
ーカーに就職。平成
10年に独立し、佐藤
椅子張り所を開業。平
成14年には、国家検
定に合格し、一級家具
製作技能士となる。

佐藤浩司さん（44歳・山内）

佐藤椅子張り所（平鹿）【其の四】

　「佐藤椅子張り所」控え目に設
置された看板を見つけ作業場に入
る。巧は、20年ほど前に作られた
というソファの張り替え作業中。
布を木枠に固定する工具の音が小
気味よく鳴り響く。
　「普段、意識することはないが、
日常空間に占める面積や接する時
間など、椅子の存在は大きい」
　上張りを張る手慣れた手つきが、
一見単純作業のように見せる。し
かし、その微妙な感覚が、座り心
地や見た目の仕上がりを大きく左
右する。使い手の使用目的や好み
に応じ、製品に反映できるのも職
人ならでは。図面の作成や素材選
びなども一人で手がける。もちろ
ん、機能だけではなく見た目にも
気を使う。
　「自分が作るもので喜んでもら
いたい」全国的に職人の数が減少
している中で巧を育て上げたのは、
子どもの頃から好きだった「もの
づくり」の精神であるという。使
い手の「椅子一脚へのこだわり」
に、巧の精神は答え続ける。

デザインと機能の両立

こう じ

No.5

◎お便りをお寄せください。

◆
雪
解
け

草
木
が
芽
吹
く

そ
の
前
に

道
端
に
は
た
く

さ
ん
の「
犬
の
フ
ン
」が
顔
を

出
し
始
め
ま
し
た

こ
の
時

期

フ
ン
の
後
始
末
に
関
す

る
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま

す

愛
す
る
家
族
の
「
落
と

し
物
」
で
す

大
切
に
持
ち

帰
り
く
だ
さ
れ
ば

心
も
道

も
美
し
く
な
り
ま
す
（
卓
）

◆
私
た
ち
を
苦
し
め
た
今
冬

の
大
雪
も

解
け
始
め
る
と

早
い
も
の

乾
い
た
道
路
を

見
る
と
「
雪
が
消
え
た
ら
運

動
し
よ
う
」
と
誓

た
先
月

の
編
集
後
記
を
わ
ず
か
ば
か

り
思
い
出
す

取
材
で
市
内

を
駆
け
め
ぐ

た
今
年
は

春
が
訪
れ
た
喜
び
を
特
に
強

く
感
じ
て
い
ま
す
（
孝
春
）

　市報よこてでは、市内業者の皆さんへ「読者プレ
ゼント」へのご協賛をお願いしています。
　横手市内にあるたくさんの特産品や名産品を市報
を通して市民の皆さんに知っていただくと共に、市
内全世帯に配布される広報紙を活用した商品の宣伝
に、ぜひ市報よこてをご活用ください。
■連絡先　秘書広報課：広報広聴担当（　35－2162）

◆
５
歳
の
娘
が

補
助
輪
無

し
で
自
転
車
に
乗
れ
る
よ
う

に
な

た
と
話
し
て
き
た

私
は
補
助
輪
を
取

た
覚
え

も

乗
り
方
を
教
え
た
覚
え

も
無
い

ど
う
し
た
の
か
聞

い
て
み
る
と

１
つ
年
上
の

兄
が
補
助
輪
を
取

て

乗

り
方
を
教
え
て
く
れ
た
と
か

父
親
の
立
場
が

（
克
彦
）

◆
春
の
暖
か
い
陽
射
し
が
感

じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

身

近
な
周
り
の
変
化
を
見
つ
け

る
度
に「
こ
こ
に
も
春
が
！
」

と
喜
び
も
ひ
と
し
お
で
す

初
め
て
カ
メ
ラ
を
手
に
し
た

の
は
満
開
の
桜
の
下

今
年

見
る
桜
を
ど
う
写
す
こ
と
が

で
き
る
か

今
か
ら
楽
し
み

で
す
　
　
　
　
（
小
百
合
）

編
集
後
記

編
集
後
記

読者プレゼントにご協力を

湯
浅
勝
則
さ
ん（
46
歳
）

横
手
地
域

福井県大飯郡おおい町出身。
妻・子３人の５人家族。

あ
さ

ゆ

　

湯
浅
さ
ん
は

今
月
３
日
の
町
村
合

併
で「
お
お
い
町
」と
し
て
生
ま
れ
変
わ

た
福
井
県
名
田
庄
村
の
出
身
で
す

　

高
校
時
代
ま
で
福
井
県
で
過
ご
し
た

後

医
師
を
志
し
て
山
形
県
内
の
大
学

に
進
学

卒
業
後
に
整
形
外
科
医
と
な

り

平
成
４
年
に
横
手
病
院
に
赴
任
し

た
の
が

横
手
市
と
の
縁
の
始
ま
り
で

す

現
在
は

赤
坂
地
区
で
整
形
外
科

医
院
を
営
み
「
優
し
く
て
笑
顔
の
素
敵

な
先
生
」
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す

　

「
横
手
の
人
は
素
直
に
話
を
聞
い
て

く
だ
さ
る
の
で

仕
事
は
し
や
す
い
で

す

し
か
し

そ
の
分
私
た
ち
の
責
任

も
重
く
な
り
ま
す

医
師
と
し
て

や

り
が
い
を
感
じ
ら
れ
る
環
境
で
す
」
湯

浅
さ
ん
か
ら
見
た
横
手
の
印
象
は

良

い
意
味
で
純
粋
で
素
朴
と
の
こ
と

　

「
横
手
病
院
の
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
望
む

鳥
海
山
の
息
を
の
む
美
し
さ
に
は

故

郷
で
も
感
じ
た
こ
と
の
な
い
感
動
を
覚

え
ま
し
た

横
手
は
雪
が
多
い
分

春

の
訪
れ
が
待
ち
遠
し
く

若
葉
が
芽
吹

く
頃
に
は

心
が
踊
り
ま
す
」

　

趣
味
は

横
手
病
院
勤
務
時
に
教
わ

た
鮎
の
友
釣
り

余
計
な
こ
と
を
考

え
ず
に
没
頭
す
る
こ
と
で
心
底
リ
フ
レ

シ

で
き
る
そ
う
で
す

　

「
横
手
が
第
２
の
故
郷
」
と
語
る
湯

浅
さ
ん

最
後
は
「
医
療
・
福
祉
環
境

が
整
い

地
域
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
街
に
な

て
ほ
し
い
で
す
」

と
期
待
を
寄
せ
て
く
れ
ま
し
た

平成18年３月３日、名
田庄村と大飯町が合併
して誕生。日本海に面
する町の大半を中山間
地が占め、青戸の入り
江を挟んで北に位置す
る大島とは青戸大橋で
結ばれている。湯浅さ
んは旧名田庄村出身。

■面積　212.0

■人口　9,253人
■世帯　3,021世帯

命
を
漉
き
込
む
和
紙
づ
く
り

す

おおい町

確
か
な
技
で
愛
さ
れ
る
脇
役
に

確
か
な
技
で
愛
さ
れ
る
脇
役
に

おおい

な
た
し

う

福井県
おおい町

京都府

高浜町

小浜市

若狭湾

滋賀県
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へ
き
ぎ

く
ふ
ん
き

う

く
だ
た
ま

う
ん
こ
ん
ろ
く

て
つ
ぞ
く

と
う
す

め
の
う

き
り
こ

そ
う
ず

ま
が
た
ま

は

り

だ
ま

こ
だ
ま

は

じ

き

す

え

き

お
お
た
ま

え

ぞ

つ

か

ふ

ん

ぐ

ん

こ

え

ぞ

つ

か

ふ

ん

ぐ

ん

こ

じ だ い つ な わ れ し ほ う

No.5

県
指
定
有
形
文
化
財（
考
古
資
料
）

県
指
定
有
形
文
化
財（
考
古
資
料
）

　

今
回
紹
介
す
る
玉
類
は

雄
物
川

地
域
の
蝦
夷
塚
古
墳
群
か
ら
昭
和
33

年
に
出
土
し
た
も
の
で

碧
玉
管
玉

１
個

碧
玉
大
玉
１
個

瑪
瑙
勾
玉

４
個

水
晶
勾
玉
２
個

水
晶
切
子

玉
10
個

玻
璃
小
玉
４
個
の
計
22
個

現
在
は

雄
物
川
資
料
館
に
展
示
さ

れ
て
お
り

昭
和
35
年
に
県
の
有
形

文
化
財（
考
古
資
料
）に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す

　

ま
た

昭
和
30
年
に
出
土
し
た
玉

類
は

京
都
国
立
博
物
館
に
所
蔵
さ

れ
て
い
ま
す

　

蝦
夷
塚
古
墳
群
の
発
見
は
古
く

江
戸
時
代
後
半
の
菅
江
真
澄
の
著
書

『
雪
の
出
羽
路
』で
古
墳
ら
し
き
墳
丘

や

掘
り
出
さ
れ
た
勾
玉
が
挿
図
と

と
も
に
紹
介
さ
れ
て
お
り

明
治
後

半
に
は
郷
土
史
家
の
真
崎
勇
助
の
著

書『
雲
根
録
』に
お
い
て
勾
玉
等
を
取

得
し
た
こ
と
を
記
録
し
て
い
ま
す

　

現
在
ま
で
に
４
回
の
発
掘
調
査
が

行
わ
れ
た
蝦
夷
塚
古
墳
群

17
基
分

の
古
墳
の
周
溝
跡
や
竪
穴
住
居
跡

土
師
器
や
須
恵
器
と
呼
ば
れ
る
土
器

鉄
鏃
や
刀
子
と
み
ら
れ
る
鉄
製
品
な

ど
が
確
認
さ
れ
て
お
り

古
墳
が
作

ら
れ
た
の
は
８
世
紀
中
頃
と
推
定
さ

れ
て
い
ま
す

33
No.11No.11
2006年2006年 15-15-1515日号月 日号月33

（
蝦
夷
塚
古
墳
群
）

（
蝦
夷
塚
古
墳
群
）
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